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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
惑
染
疵
に
羅

恙
さ
れ
み
・皆
様
に
は
　
護
ん
で
お
見
舞

絆
申
し
上
げ
ま
す
～
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実
際
に
数
多
く
の
コ
ロ
ナ
診
療
を
行

っ

た
医
師
が
「ゼ

ロ
コ
ロ
ナ
は
永
遠
に
や

っ

て
こ
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
被
害
が
出

に
く
く
な
れ
ば
、
通
常
の
感
冒
ウ
イ
ル
ス

（か
ぜ
）
と
同
じ
に
な
る
。
新
型
だ

っ
た
コ

ロ
ナ
も
『
季
節
性
感
染
症
』
の

一
つ
に
な

り
、
や
が
て
気
に
さ
え
し
な
く
な
る
。
」
と

一言
っ
て
い
る
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
ま
た
、

「日
本
は
、
重
症
化
が
心
配
さ
れ
る
高
齢
者

や
医
療
従
事
者
等

へ
の
接
種
を
優
先
的
に

行

っ
た
事
で
、
す
で
に
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
で

き
る
環
境
に
無
事
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

（と

で
き
て
い
る
。
」
と
も
言

っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
き

っ
か
け
に
世
界
中
の

「あ
た
り
ま
え
」
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る

こ
と
は
、
私
た
ち
誰
も
が
実
感
し
て
い
る

通
り
で
す
。
私
た
ち
は
奇
し
く
も
、
コ
ロ
ナ

に
よ
リ
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
し
た
時
代
の

証
人
と
な
る
わ
け
で
す
。
変
化
を
嘆
く
よ

り
、
新
し
い
日
常
を
楽
し
む
く
ら
い
の
気

仄
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構成 町会及び自治会名

常盤平一]日 、常盤平二丁目、常盤平二」日、

常盤平四T目、常盤平五丁日、常盤平六丁日、

常盤平七丁目、常盤平双葉町、常盤平陣屋

前、常盤平西窪町、常盤平柳町、金ケ作、佐

野、門前、日暮、日暮七丁目、千駄堀第一、

千駄婦来葉、千駄堀新山、八景台、牧の原

団地一街区、牧の原団地二街区、南部市営

住宅、かぶと山、牧の原-1‐日、牧の原二T
日、きくら自治会、金ケ作県営住宅

概
で
臨
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
５
月
に
本
年
度
評
議
員
会
を
開

催
し
各
事
業
の
活
動
計
画
を
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
４
月
中
旬
松
戸
市
に
適
用

さ
れ
た
「ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
繰

り
返
し
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「ふ
れ

あ
い
会
食
会
」
等

の
月
例
事
業
は
休
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区

社
協
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「さ
わ
や

か
広
場
と
き
わ
平
」
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、
昨
年
に
引
き
続
き
中

止
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

２
年
に
わ
た
る
地
区
社
協
事
業
の
縮
小

は
、
ま
こ
と
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
直
接
の
交
流
を
絶
た
れ
た

状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
事
業
の
担
い
手

で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、
工

夫
を
凝
ら
し
精
力
的
に
活
動
し
て
く
だ

さ

っ
て
い
ま
す
。
（別
頁
の
部
会
報
告
で
詳

し
く
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま

す
。
）私

た
ち
は
も
う
随
分
と
長
い
問
辛
抱
し

て
き
ま
し
た
。
ア」
の
長
い
長
い
ト
ン
ネ
ル

に
も
必
ず
出
国
が
あ
り
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
出
た
先
に
待

つ
新
し
い
世
界
に
期

待
が
膨
ら
み
ま
す
。

も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
で
す
。

（※
）
時
代
や
社
会
に
お
い
て
、
常
識
的
な
考
え
や
枠
組

み
が
劇
的
に
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
。

褥
餘
⑬
勒
琥
鯰
滸
饉
賦
議

釉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止
の
為
、
集
会
方
式
の
評
議
員
会
を
書
面

に
よ
る
決
議
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

全
評
議
員
に
評
議
員
会
資
料
を
送
付
し
意

見
提
案
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
を
所
定
の

用
紙
で
返
信
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
〈「

和
３
年
５
月
１４
日
に
評
議
員
全
員
の
賛
成

を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
事
業
活
動
計
画
は
例
年
同

様
の
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
す
が
、
新
生

活
様
式
に
基
づ
き
三
密
等
を
回
避
す
る
た

め
常
盤
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て

は
、
地
域
住
民
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
「ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
立
場
か

ら
、
各
部
会
で
の
行
事
活
動
を
当
面
の
間
、

休
止
す
る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

再
開
の
お
り
に
は
改
め
て
地
域
代
表
者

等
を
介
し
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

以
下
の
行
事
は
既
に
中
止
が
決
ま

っ
て
お

り
ま
す
。

９
月
開
催
予
定
で
あ

っ
た

ず
購
轟
鐵
賞
壼
観
感
幸
‥驚
と
な
守
議
が
丸
争

１１
月
開
催
予
定
で
あ

っ
た

「
さ
わ
や
か
広
場
と
き
わ
平
』
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

１０
月
開
催
予
定
で
あ

っ
た

彙
車
景
ｉ
奎
壼
一，
Ｉ
キ
ー
ト
〓
■
Ｆ
ｔ
ｉ
」
．

一書
〓
〓
導
難
き
一ユ
■
主
主
主
■
曇
■
三
．
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糞
黛
饉
握
宦
熙
量

一鶯
沐
本
賽
屹
徘
｝

（常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
・ホ
ー
ル
ーー
時
半
～
、

第
３
水
曜
日
）

薦
素
絣
童
量
凩
Ｌ

（燿
猾
鸞
貶
農
量
｝

（門
前
町
会
集
会
所
　
Ｈ
時
半
～
、第
３
水
曜
日
）

今
年
度
は
２
会
食
会
の
名
称
、
１
会
食

会
の
開
催
場
所
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
△
ム
食
会
で
は

１０
月
か
ら
お
弁
当
（２
０
０
円
）
を
各
会
食

会
会
場
に
予
約
し
取
り
に
来
て
い
た
だ
い

た
方

（
７０
歳
以
上
、
独
居

の
方
に
限
り
ま

す
。
）
に
配
食
を
行
い
ま
す
。

膨
鼈
⑬
彬
蟷
麒

餞
悛

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨
年
の
１２
月
に
は
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
き
参
加
し
て
下
さ

っ
た
保

護
者
の
皆
さ
ん
方
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
は
特
別
企
画
の
夏
編
と
し
て
「七

夕
ま
つ
り
」
と
銘
打
ち
６
月

１７
日
よ
り
６

ず軋

月
末
日
ま
で
七
タ
キ
ッ
ト
等
を
配
り
七
夕

飾
り
の
下
で
写
真
を
撮

っ
て
頂
く
企
画
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
電
話
に
て
予
約

を
受
付
し
、
参
加
す
る
日
に
ち
、
時
間
を
決

め
て
も
ら
う
と
い
う
変
則
的
な
「ど
ん
ぐ

リ
コ
ロ
コ
ロ
」
で
し
た
が

２３
名
も
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
は
七
夕
飾
り
を
手
に
事
務
所
前
に
置
か

れ
た
大
き
な
七
夕
飾
り
を
バ
ツ
ク
に
写
真

を
撮

っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
お
持
ち
帰
り
に
な

っ
た
キ

ッ
ト

を
各
御
家
庭
で
飾
り
付
け
を
し
て
、
楽
し

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。
多
く
の
方
に
参
加
し
て
頂
け
る

よ
う
企
画
し
ま
す
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち

下
さ
い
。

等
晰
旱
聰
讐
蜀
鶴
儡
晰

『斬
軋
策
鰺
鐘
』

い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出

自
粛
で
、
サ
ロ
ン
に
出
掛
け
皆
さ
ん
と
会

う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
サ
ロ
ン
で
培

っ

た
絆
を
大
切
に
、
昨
年
よ
り
、
サ
ロ
ン
ご
と

の
「い
き
い
き
サ
ロ
ン
だ
よ
り
」
を
発
行
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
も
春
号

（４
月
）
夏
号

（８
月
）
冬
号
（未
定
）
を
発
行
し
て
、
「い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
皆

さ
ん
達
が

一
日
も
早
く
、
再
会
を
果
た
し

以
前
の
よ
う
な
楽
し
い
サ
ロ
ン
の
再
開
に

つ
な
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

掛
き
い
き
サ
ロ
ン
会
場

日
暮
町
会

日
暮
町
内
会
館

牧
の
原
団
地
二
街
区
自
治
会

牧
の
原
団
地
二
街
区
集
会
所

常
盤
平
七
丁
目
町
会

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

八
景
台
町
会

八
景
台
町
会
集
会
所

千
駄
堀
新
山
町
会千

駄
堀
新
山
町
会
集
会
所

金
ケ
作
県
営
住
宅
自
治
会

金
ケ
作
県
営
住
宅
集
会
室
・

日
暮
七
丁
目
町
会日

暮
七
丁
目
町
会
集
会
所

常
盤
平
六
丁
目
町
会

安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

牧
の
原
団
地

一
街
区
自
治
会

牧
の
原
団
地

一
街
区
集
会
所

南
部
市
営
住
宅
自
治
会

南
部
市
営
住
宅
集
会
所

常
盤
平
地
区
社
協
で
は
松
戸
市
社
協
の

活
動
に
協
力
し
、
次
の
ご
寄
付
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◆
使
用
済
切
手

使
用
済
み
切
手
は
、
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
誕
生

日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部
」
に
送
ら
れ
、
知

的
障
が
い
の
方
の
社
会
啓
発
活
動
や
就
労

支
援
施
設
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

（使
用
済
み
切
手
の
流
れ
〕

集
め
ら
れ
た
使
用
済
み
切
手
は
、
松
戸

市
社
協

の
切
手
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に

よ

っ
て
整
理
さ
れ
、
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
誕
生
日

あ
り
が
と
う
運
動
本
部
」
に
送
り
ま
す
。

ほ

使
用
済
み
切
手
を
き
れ
い
に
は
が
し
、

種
類
ご
と
に
台
紙
に
貼

っ
て
記
念
シ
ー
ト

を
つ
く
り
ま
す
。

攀

外
国
人
の
旅
行
者
な

ど
に
、
日
本
の
お
み
や
げ

と
し
て
販
売
し
ま
す
。

◆
書
き
損
じ
は
が
き

書
き
損
じ
は
が
き
は
、
郵
便
局
で
切
手

に
変
換
し
「ま
つ
ど
社
協
だ
よ
り
」
や
「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
紙
」
な
ど

の
郵
送
料
と

し
て
役
立
て
て
い
ま
す
。
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◇
不
要
入
れ
歯

不
要
入
れ
歯
は
、
「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入

れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
」
に
送
ら
れ
、
公
益

財
団
法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
や
松
戸
市

社
協
の
地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て
ま
す
。

〔
不
要
入
れ
歯
の
流
れ
〕

汚
れ
を
落
と
し
熱
湯
や
洗
浄
剤
で
消
毒

し
た
入
れ
歯
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

（金
属
製

の
イ
ヤ
リ
ン
グ
や
ネ

ッ
ク
レ
ス
等
）
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
回
収
ボ

ツ
ク
ス
に
入

れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
金
属
の
つ
い
て
い

な
い
入
れ
歯
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
が
、
工凶

の
詰
め
物
の
金
属
や

か
ぶ
せ
た
金
属
は
回

収
で
き
ま
す
。

攣

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
」
に
送
り
、
二凶
に
使
わ
れ
て
い
る
金

属
を
精
製
し
て
換
金
し
ま
す
。

鞭

換
金
し
て
得
た
収
益
金
を
、
公
益
財
団

法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
と
松
戸
市
社
協

に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

會
フ
ー
ド
バ
ン
ク

ご
家
庭
や
企
業
か
ら
品
質
に
は
問
題
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ
て
し
ま

う
食
品
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
食
品
は
、
松
戸
市
社
協
に

て
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
な
ど
の
相
談
者

の
支
援
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
フ
ー
ド
バ

ン
ク
ち
ば
を
経
て
県
内
の
相
談
機
関
や
福

祉
施
設
を
通
し
て
必
要
と
し
て
い
る
方
々

に
送
ら
れ
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
松
戸
市
社
協
に
お
い

て
計
２
０
０
件

の
ご
寄
付
を
頂
き
、
約

１

，１
４
５
ｋｇ
の
食
品
を
相
談
者
に
提
供

い
た
し
ま
し
た
。

ａ
注
意
い
た
だ
き
た
い
点

０
賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
、
か
つ
２
ヶ
月

以
上
あ
る
も
の

②
常
温
で
保
存
が
可
能
な
も
の

０
未
開
封
で
、
包
装
が
破
損
さ
れ
て
い
な

い
も
の

０
お
米
は
前
年
度
産
。今
年
度
産
の
物

（玄

米
可
）

同
お
酒
類
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん

鱗

::ltl■

（令
和
３
年
１
月
５
日
～
６
月
３０
日
）

☆
鸞
聾
濃
轟
騨
季
警
　
　
　
　
　
鞍
諄

★
食
轟
｛フ
…
討
ニ
ン
ク
）
　
　
　
壼
鶴

一
■
一
　

一●
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平
一鶴
菫
一

再
鹸
畿
欝
振
欝
縫
畿

一
〓
■
三
二■

，
■
一
■

■

　

・一
〓
．　

・■
■

　

一
・
■
一　

一

一
・
　

■

■

　

一一
十

一■

よ
■

．

一■
・
■
■
　
一■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
に
全
て
の
活
動
は
休
止
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
出
来
る

こ
と
は
な
い
か
と
協
議
し
た
結
果
、
屋
外
の

行
事
な
ら
三
密
を
避
け
可
能
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
な
り
「元
気
に
歩
こ
う
会
」

を
企
画
し
ま
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、
秋
に
な
れ
ば

実
施
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

開
催
す
る
場
合
は
各
町
会
の
掲
示
板
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

『元気に歩こう会』

常
盤
平
地
区
の
相
談
協
力
員
は
、町
会
や
自

治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

１
班

牧
の
原
団
地
二
街
区
自
治
会

飯
生
晴
美

常
盤
平
七
丁
目
町
会

一訓
田
恵
美
子

常
盤
平
二
丁
目
さ
く
ら
自
治
会

市
澤
浩
明

２
班

千
駄
堀
第

一
町
会

下
條
美
和
子

齋
藤
ち
ず
ゑ

八
景
台
町
会

　

　

出
川
浩
子

高
原
加
代
子

３
班

牧
の
原
二
丁
目
町
会

井
澤
真
江

小
山
田
喜
和
子

か
ぶ
と
山
町
会

　

鎌
田
優
子

４
班

金
ケ
作
町
会

　

　

［昌
田
由
枝

佐
々
木
三
稀

春
田
理
絵
子

以
上
１３
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

相
談
協
力
員
は
常
時
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
任
期
は
２
年
で
す
が
継
続
は
可
能

で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
話
し
相
手
や
困
り
ご

と

の
相
談
に

乗

っ
て
く
れ
る
人
を
待

っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？
ご
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【お
問
合
せ
】

常
盤
平
地
区
高
齢
者
支
援
連
絡
会
事
務
局

容
（０
４
７
）
３
８
７
１
１
２
３
４
　
野
村
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地図番号| 町含|ヨ治会名■ |1儀黎
① 常盤平一丁目町会 川上 誠

② 常盤平二丁目町会 青木 武昭

③ 常盤平三丁目町会 日下部0青彦

④ 常盤平四丁目町会 舟山 雅康

⑤ 常盤平五丁目町会 和泉 智之

⑥ 常盤平六丁目町会 辻本  廉

⑦ 常盤平七丁目町会 白石 宜明

③ 常盤平双葉町町会 足立 政康

⑨ 常盤平陣屋前町会 安村  勇

⑩ 常盤平西窪町田I会 伊藤  達

① 常盤平柳町町会 安蒜 正 己

⑫ 金ケ作町会 小嶋  功

⑬ 佐野田I会 長谷川 満

⑭ P日高t田丁壬ミ 高稿 康夫

岬 辞 時会■自治会名 代表者氏名

⑮ 日暮町会 吉田 啓子

⑬ 日暮七丁目町会 阿部 聖治

⑦ 千駄堀第―町会 吉野 孝道

⑬ 干駄堀来葉町会 安蒜 一男

⑩ 千駄堀新山町会 仁科  豊

⑩ 八景台町会 富樫 謙一

④ 牧の原団地一街区自治会 村木 義 男

② 牧の原団地二街区自治会 今丼 公行

④ 南部市営住宅自治会 佐藤 孝男

④ かぶと山町会 小林登久子

④ 牧の原―丁目田I会 大久保信幸

④ 牧の原二丁目町会 佐久間靖人

② 常盤平二丁目さくら自治会 茂木 一巳

④ 金ケ作県営住宅自治会 渡邊 誠治

・藁

董

馨

》

常
盤
平
地
区
社
協
の
事
務
所
で
は
、デ
」来
所

い
た
だ
く
方
に
、
体
温
測
定
、
手
指
消
毒
、来
所

者
名
簿
の
記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
面
カ
ウ
ン
タ
ー

ヘ
の
飛
沫
防
止

シ
ー
ト
設
置
な
ど
、
感
染
防
止
対
策
に
努
め

て
い
ま
す
。

霊
茫

馘

餃

靡

・１
書
〓
澪
尋
・〓
〓
〓
●
一一
〓
■
一■
一
■
●
一ｒ
ｌ
，

【利
用
方
法
】
事
前
に
お
電
話
に
て
利
用
状

況
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【貸
出
期
間
】
２
週
間
以
内

一
事
務
局
８
０
４
７
１
３
８
７
１
２
７
２
３

一
◇

開
所
時
間
　
午
前
９
時
～
‐２
時

一　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

一
◇

休

　

日
　
土
曜
。日
曜
・祝
日

一　
　
　
　
　
　
　
毎
月
第
１
月
曜
日
　
　
　
一

一　
　
　
　
　
　
（事
務
局
長
　
吉
野
孝
道
）
一

現
在
は
緊
急
事
態
宣
言
発
出
中

で
す
。
皆
さ
ん
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

な
い
。
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
生

活
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（今
井
）

編
集
／
今
井
、
丹
治
ご
一谷

蝙
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